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 要  旨 
 
 近年のわが国では、様々な自治体で都市型観光が積極的に推進されている。その一方で、重要
な施策として位置付けられる交通網の整備や観光施設の配置が十分ではない場合も少なくない。
そこで本研究は、観光回遊行動を支援する観光関連施設配置の評価方法を提案する。具体的には、
遺伝的アルゴリズム（GA）を使った解の導出と地理情報システム（GIS）による解析を組み合わせ
て、評価対象地域における施設配置の評価を行う。また、この結果を観光回遊行動に反映させ、
時間などの側面から観光ルートの推奨モデルを提案して、その効率性の向上を図る。本研究の結
論は，以下の 3点に要約することができる。 
(1) GA と GIS を用いた観光関連施設の適正配置の評価方法を提案した。、またこれに伴い、適正
配置探索のための GA を設計・構築した。GA によって、多くの情報を処理できることから、
より広範囲での空間分析を行うことと、評価対象地域の状況を正確に反映した評価を行うこ
とが可能になった。また GISによって、詳細な地理情報を考慮することで、GAの評価に加え
てより現実的な適正配置を導き出すことができる。 
(2) 構築した GAを適用し、その解析結果を適正配置解として GIS上に仮想的に配置した。評価対
象地域は、観光地の現状調査や観光地の位置付けの分類などにより選定した。適正配置の結
果から、評価対象地域で偏りのない配置が表現でき、部分的には遠方までの移動を支援する
ような配置なども提案することができた。また適正配置と近接する現在の施設の配置を比較
すると、移動を伴う再配置が必要な配置も複数あることが分かった。 
(3) 適正配置の評価結果を基に、それらに沿う観光ルートモデルを提案した。これを現在の施設
配置の状況に応じた最短経路の観光ルートと比較したところ、より遠方までの広範囲の移動
を想定できることと、時間距離を短縮した観光回遊行動が可能になる場合があることから、
観光回遊行動の効率向上を可能にしたことが示された。よって GAと GIS双方を用いた施設配
置評価方法の有効性を検証することができた。 
 
 
 
 
